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9条の会講演会・総会(6/5)／南九州新聞意見
広告／野草折々54(ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ)／支部大掃除(7/?)
／Series学校現場から⑨／ごてれつの独り言⑮
／金曜集会(6/3)／MQ9配備問題／共助会計画
／参院選／ 次回の金曜集会は 7/1日 17:30～）

今
月
の
内
容 ↑会報QRｺｰﾄﾞ

くろつち便り

「
再
任
用
教
職
員
研
修

会
が
あ
り
ま
す
よ
。
」

と
教
頭
に
言
わ
れ
、
毎

年
実
施
さ
れ
る
こ
の
研

修
会
に
出
席
す
る
価
値

も
必
要
性
も
感
じ
な
い
。

「
大
黒
小
の
特
別
な
事

情
と
や
ら
を
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
」
と
２
人
で

策
を
練
っ
た
。
最
近
の

出
張
回
数
の
多
さ
と
、

今
教
育
実
習
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
主
張
し
た
。
何
度

か
連
絡
を
取
っ
て
い
た

教
頭
か
ら
、
「
先
生
大

丈
夫
で
し
た
。
出
席
し

な
く
て
も
よ
い
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
よ
。
」

と
報
告
を
受
け
た
。
そ

の
日
は
余
裕
を
も
っ
て

支
部
常
任
委
員
会
に
出

席
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

出
張
が
多
い
と
い
う

の
は
事
実
で
、
昨
年
度

の
よ
う
に
「
リ
モ
ー
ト

研
修
」
で
十
分
と
思
わ

れ
る
会
が
、
今
年
は
わ

ざ
わ
ざ
出
向
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
研
修
会
が

増
え
た
よ
う
に
感
じ
る
。

空
き
時
間
も
な
く
、
一

息
つ
く
時
間
さ
え
な
い

そ
ん
な
中
「
教
育
実
習

生
を
受
け
入
れ
て
欲
し

い
。
」
と
頼
ま
れ
て
い

た
の
だ
。
再
任
用
に
そ

ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
残
っ

て
い
る
は
ず
も
な
く
、

不
安
を
抱
え
な
が
ら
渋
々

受
け
入
れ
た
の
だ
。

し
か
し
、
そ
ん
な
状

況
を
一
変
し
て
く
れ
た

の
が
、
年
の
差
４
２
才

の
教
育
実
習
生
だ
っ
た
。

若
い
と
い
う
こ
と
も
勿

論
だ
が
、
と
に
か
く
よ

く
動
く
、
そ
し
て
そ
の

動
き
に
無
駄
が
な
く
速

い
。
「
最
近
こ
ん
な
環

境
で
働
い
た
こ
と
が
な

い
。
」
と
感
じ
る
ほ
ど

の
新
鮮
さ
を
味
わ
っ
た
。

今
ま
で
な
ら
「
実
習
生

に
負
け
て
は
な
ら
ん
。
」

と
粋
が
る
こ
と
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
が
、
な
ぜ
か

素
直
に
受
け
入
れ
、
ほ

と

ん

ど

の

業

務

を

任

す

こ

と

が

で
き
た
。

子

ど

も

た
ち
に
は
、
「
お
も
し

ろ
い
コ
ン
ビ
の
担
任
が

２
人
い
る
。
」
と
い
っ

た
感
じ
で
喜
ん
で
受
け

入
れ
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
実
習
期
間
の

半
ば
、
親
睦
を
深
め
よ

う
と
誘
っ
て
み
る
と
、

待
っ
て
ま
し
た
と
言
わ

ん
ば
か
り
笑
み
が
こ
ぼ

れ
た
。
そ
の
日
の
夜
は
、

教
育
談
議
に
と
こ
と
ん

付
き
合
っ
て
く
れ
た
。

一
度
親
睦
を
深
め
る

と
気
持
ち
も
分
か
り
合

え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

教
育
実
習
最
終
日
、
２

回
目
の
親
睦
会
を
開
い

た
。
「
絶
対
採
用
試
験

に
受
か
り
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
飲
み
ま
し
ょ
う
。

今
度
は
ぼ
く
が
お
ご
り

ま
す
・
・
・
」
と
、
楽

し
み
が
増
え
た
な
ぁ
・
・
。

学
校
現
場
か
ら

シ
リ
ー
ズ

そ
の
⑨

大
黒
小

関
下
俊
郎

６月５日、コロナ禍で２

年間開けなかっ

た九条の会の

記念講演、講師

は平井一臣さ

ん。約９０分の

講演は内容が

濃く、以下大部

分を端折って、

十分には趣旨を伝えら

れないだろうが印象に残っ

た部分をまとめたい。

現在進行中のウクライ

ナ問題を皮切りに話を進

められ、この問題は、安

倍長期政権後の日

本政治と共鳴し、全

ての問題に影響を与

えているようだった。

その安倍政権は

「政策については評

価は低く、具体的成

果が乏しかったが支持

率は高かった」ことで、

保守化・右傾化が進行

し、社会が自己満足的な

ナショナリズムに陥ったこ

となども指摘された。

人の感情に訴えて脅

威論を展開し、軍事優先

になっている現状も話さ

れたが、これは憲法改悪

や（南九州の要塞化で

ある）馬毛島問題や鹿屋

のＭＱ９配備問題にも投

影されている。

最後に、戦争を考える

場合の視点を話された。

つまり「国家」の論理で

はなくて「人びと」の論理

から考える必要があると

いう。ウクライナ戦争で言

うと 、報道の

ように国家の

代表たるゼレ

ンスキー対プー

チンとして捉

えるのではな

く、ひとり一

人の生身の人間、

戦禍の中の人々や

ロシア兵でも否応

なく参戦させられ

た兵士たちの立

場で考えることが大切だ

と述べ、石川健治氏の言

葉「異質なものを排除す

るのではなく共存する世

の中を選ぶことが喫緊の

課題だ」を紹介された。
（文責・下線 樋園）

平井先生の講演の後

は「９条の会おおすみ」

の総会でした。

活動方針で、世論調

査によると改憲派が確

実に増え続けている中

で、私たちの命･生活

を守るために、改憲勢

力に対抗していくこと

を決意しました。

当面、南九州新聞へ

の意見広告に全力を注

ぎたい。みなさんの
ご協力を是非是非
お願いします。

個人 ５００円

団体 １０００円

締切７月２５日（月）

「９条を守り活かす」意見広告
混迷する世界と日本の政治の行方

記念講演 講師 平井一臣さん 鹿児島大学教授

まずは一報をお願いします。

連絡先（くろつち関係）

松下徳二 ４４－９６８７

米良晶子 ４１－４５０１

福﨑峰子 ４２－５５３８

樋園哲思 ４３－１１４１
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６月２２日公示、７月１０日投開票の今回の

参院選は、改憲を許すか阻止するかの正念

場の選挙になりそうだ。阻止するためには、

柳誠子もだが、阻止でブレない社民党の議

席を何としても確保したい。（社民党は正念

場だ。党として生き残りがかかっている。）

全国比例区では社民党公

認九州地区代表候補である

宮城イチロ（沖縄出身 ）にも

頑張ってもらいたい。

衝羽根草。輪生葉を羽根つきの羽根にたとえてつ
つくばねそう

けられた。

典型的な深山植物で、高隈山、稲尾岳、甫与志岳

などでまれに見つかる。

写真は２０２２年５月初旬 稲尾岳で撮影

飯山春男さん紹介の身近な植物シリーズ

ツ ク バ ネ ソ ウ
（ユリ科）

■ここ２ヶ月、２０日おき

の会報発行で、ちょっと

しんどい。だがこの葵月

（あおいづき）号、時期を失

しては困る内容もあった

ので、無理して発行する

ことにした。

■投資家ウハウハ政策
金融緩和は円安＝物

価高騰をもたらし、株価

が上がる。投資家はもう

かる。震源は安倍肝いり

での日銀総裁、黒田だ。

黒田は「家計が値上げ

を受け入れている」発言

で、庶民感覚のなさを露

呈した。

安倍は参院

選が近いから

こりゃまずいと

思ったのか、

裏から手を回

し、黒田は前

言を取り消すことになっ

た、というのは下種の勘

ぐりかどうか。

■年金の目減り
これも参院選をにらん

でのことだろうが、厚生

年金を手厚くするという。

自分らには直接的な関

係はないが、間接

的には良い影響

があるかなあ、と

考えている最中、

年金機構からの

封書が届いた。

色んな物が値上

げされるのに年金が目

減りするというのだ。２

月、梅見月号にも書いた

とおり、年金０．４％減額

は分かってはいたが、改

めて驚きと同時に、黒田

総裁の発言もあって、怒

りがわいてきた。

■さすが漢方薬
先日、いつもの医院

で頻尿の話をしたら「そ

れは更年期障害ですよ」

とひと言。

えっ！と驚いた。更年

期障害は男性にもある

んだなあ。処方薬の八味

地黄丸（じおうがん）、これ

がまた超まずくて苦い！

ぶつくさ言う人

６月３日、第１金曜日は金

曜集会の日。１７時３０分、

イベント広場前で行き交う車

に向けて、今回は主に、ＭＱ

９配備問題を訴えた。

配備は、どういう危険性が

あるのか、米兵の不祥事が起

きないようにできるのか、な

ぜ鹿屋なのか、等など問題点

が多い。時

折、車中か

ら手を振る

人がいると

ほっとする。

次回は

７月１日。

◎例年学校が夏休みに入っ

た頃、支部大掃除が計画さ

れます。無理のない範囲で

協力をお願いします。

◎くろつちの会費納入はお

済みでしょうか。まだの方

は、手配り人、又は支部の

平原さんへ。（支部は電話

で開いてるか確かめてから）

肝属地区共助会の今年度計画で

す。詳しくは別途チラシを参照。

第１８回共助会教育講演会
８月２４日（水）

１４：００～１６：３０

（受付 １３：３０～）

場所 リナシティホール

講師 中村真樹さん
鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科准教授

内容 支援を必要とする子ども

たちへ教員としての関わり方

（演題）支援を必要とする児童･生徒

の理解と対応～心に寄り添って～

第２０回ボウリング大会
期日 １０月２８日（水）

場所 笠之原ボウリングセンター

第３回料理教室
期日 １２月１８日（日）

第１８回ＧＧ大会
期日 ２月１２日（日）

予備日 ２月１９日（日）

場所 かのやＧＧ場

社 民 党


